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症例は43才の男性。主訴は腹痛。既往歴は
20才時に肺結核、23才時に十二指腸潰瘍に
より胃亜全摘及び十二指腸切除を施行してい
る。飲酒歴は30才頃より日本酒一日に4～5
合であった。1994年5月頃より上腹部痛出
現し徐々に増強、約半年で5kgの体重減少も
翻められ近医受診した。腹部CT及び腹部US
施行したところ上腹部に巨大な嚢胞性病変が
認められ精査加療目的にて1994年12月■
［当科に入院となった。入院時生化学検査で
は血中アミラーゼ655U／1と上昇しており、
また腹部USでは膵に径14cmの内部均一な
hypoechoicmassがみられたため、膵仮性
嚢胞を伴う慢性膵炎を疑った。入院後も腹痛
が持続し、第13病日に腹部US再検したとこ
ろ嚢胞内に凝血塊と思われる浮遊物が出現し
ていた．また経過観察中に時おり貧血の増悪
がみられることより嚢胞内出血をきたしてい
ると考えられた。後日施行した腹部CTでは嚢
胞内出血および嚢胞口腔に突出する円形の
HDAがみられた。また腹部血管造影では嚢胞
に圧排された上巳忍言動脈の空腸枝の一一R部に
造影剤の均一なpoolingが翻められた。以上
より動脈瘤を伴った膵仮性嚢胞と診断した。
1995年2月■■llに嚢胞切除、膵体尾部切除
術を施行した。嚢胞内容物は暗赤色であった。
また病理診断は慢性膵炎及び膵仮性嚢胞であ
ったが、炎症性変化が強かったため動脈瘤を
同定することは出来なかった。腹部大動脈の
分枝の動脈瘤は脾動脈瘤が半数以上を占めて
おり、本症例のような病態はまれと考えられ
る。その画像所見に若干の文献的考察を加え
報告する。
Osler－Rendu－Weber病と考えられた肺動静脈痩
の一切除例を経験した。・症例は49歳、女性で
両側胸部異常陰影を主訴として来院した。既
往歴として甲状腺乳頭腺癌にて甲状腺亜全摘
術、小児期からの難治性鼻出血、妊娠時の舌
出血を認めた。家族歴では母親に胃出血およ
び難治性鼻出血、母方の祖母に脳出血、難治
性鼻出血、妹と母方の曾祖母に難治性鼻出血
を認めた。自覚症状として労作時呼吸苦およ
び四肢冷感、現症として舌、頬部および上胸
部皮膚に毛細管拡張を認め、聴診所見では右
上胸部、左側胸部および心窩部に収縮期雑音
が認められた。動静脈痩は肺右上葉，左下葉
を中心に両端に計6ケ所、その他肝臓内にも認
めた。両側開胸にて肺動静脈痩は一期的に全
て切除し、動脈血ガスの改善，労作時呼吸苦
および四肢冷感の消失を認めた。術後4年を
経過した現在、時折鼻出血を認めるものの、
呼吸苦はなく、良好な経過をたどっている。
当科における他の肺動静脈痩症例もあわせて
例示する。
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